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今回は、初めて Val d'Aosta（アオスタ渓谷）州を訪ねました。まだ、行っていないところを調べた

ら Val d'Aosta 州の地名が出てきて、それを見て今回はここに決めたわけです。3つの村・街の名前

が並んでいますが、読みが全てフランス語になっています。このあたり、フランスとの国境近くで、

歴史的にもフランスの影響が強く残っています。3つの村・街のうち、最初にあるバールだけが、「最

も美しい村」で推薦されています。モンタナ・モンテ・ローザの Comuneに属した人口 134人の小

さな村です。ドンナはそのミラノよりの隣村でその次の街がポン・サン・マルテンとなります。 

 

アオスタ渓谷は、今でもそうですが、昔からイタリアとフランスを結ぶ交通の要所でした。古くは、

古代ローマのシーザーもこの道を通ってガリア遠征を行いました。ここは、何度か取り上げたローマ

からフランスを通ってカンタベリーまで通じている古代 Francigena街道のイタリア・フランス境界

なのです。アオスタにローマ時代の遺跡が多いのもこれが理由です。特にバールは、北と南の両方向

から高い山が迫って、渓谷の幅が一番狭くなっているところにあり、防衛の要塞を建てることは必然

的で、古くから（最初の要塞は 6 世紀とのこと）幅の狭い渓谷にある 1 本道を見張るための要塞が

建てられていたのです。ナポレオンもイタリアへの侵略過程で、雪の残るグラン・サン・ベルナール

峠を越えてここを通っています。しかし、当時ここにあった小さな要塞はナポレオン軍が包囲して攻

撃してもそう簡単には陥落しなかったのです。ナポレオンはこの要塞の陥落を一旦あきらめ、わずか

15門の大砲を持って先に進んだのですが、その後も要塞は合計 13日間攻撃に耐えたと言われていま

す。怒ったナポレオンは、オーストリア軍を破った後に命令を出して、この手ごわい小さな要塞を完

全に破壊してしまいます。しかし、ナポレオン没落後、この地はフランス領からイタリアのサヴォイ

ア家（サヴォイア家ももともとフランス貴族です）の領地に戻ってきたのですが、フランスからの再

度の攻撃を恐れた領主は、ここに、更に頑丈な城を築いたのです。完成したのは 1838 年のことで、

ナポレオンに破壊されてから 38年後となります。現存する城はこの時に再建されたものです。 

 

ポン・サン・マルテン駅からバスでバールに着いたのは朝の 10 時 30 分でした。バス停からは丘の

上のお城（Forte di Bard/Fort de Bard）がきれいに見えます。その周りのアルプスの山々も素晴ら

しく、思わずこの日の天気とここに来たことを感謝してしまいました。 

 

 

城の建つ岩山の麓にある小さな村が「最も美しい村」で推薦されています。村の真ん中には古代

Francigena街道が走り、街道に沿って家が並んでいます。これらの家の中で中世（14,5.6世紀）に



建てられた 25の家が歴史的な建造物として保護されています。村中央の噴水（16世紀）にある奇妙

な石像は何時のものなのか何であるかわからないそうです。四角い鐘楼を持つ教区教会は 14世紀の

ものです。要するに、この村は 2000年前の街道に出来た中世の村がそのまま残っているのです。 

 

 

 

 

この村から城までは約 100 メートルの高さを登ります。実は、村に入って直ぐのところにあるツア

リスト・インフォメーションから無料リフト（4つのリフトを途中で乗り換えながら上がります）が

あるので、それを使えば楽に登ることが出来ます。でも、この日は天気が素晴らしいので歩いて登る

ことにしました（インフォメーションの女性が歩いて登ると景色が良いと薦めてくれたのです）。 

お城からの景観は素晴らしく、いつものことですが、100メートルの登りの疲れを忘れさせてくれま

す。景観に酔いしれるだけでなくアルプスの山の名前も覚えなくてはいけないのですが、一つもわか



らずにただ酔いしれていました。この城は、狭くなった渓谷の真ん中に位置する岩山に建っています。

南側にはアオスタから流れるドーラ・バルテア川（ポー川に繋がります）と昔はなかった現在の高速

道路があり、北側にはバールの村とその真ん中を通る 1本の Francigena街道及び平衡に走る現在の

国道が見えます。この位置なら Francigena街道は丸見えですので、渓谷の防衛には完璧です。 

 

 

 

城から戻っても、今回の「小さな旅」は更に続きます。今や小さな道となっているローマ時代の街道

跡（古代 Francigena街道）をミラノ方向に向かって歩いてみようと考えました。バールのバス停に

見向きもせずに、隣街であるドンナを目指してローマ街道歩き始めました。途中にローマ時代の遺跡

らしき廃墟がありました。何の表示も説明も無いのですが、ここにあれば、誰もがローマ時代の街道

遺跡だと思うでしょう。もちろん自分の中では完全に遺跡と決めていました。 

 



10 分も歩くと、ドンナ村の入口付近に、今度は完全にローマ時代の街道跡がありました。ここには

アーチ門と石畳で舗装された道にくっきりと轍の跡が残っています。ポンペイで見た轍と同じです。

ちゃんと表示もありましたが、特に保護されている様子もなく、誰でも好きなように 2000年前の街

道を歩くことが出来るのです。もっと、驚いたことは、この歩き難い古代ローマの道はそのままドン

ナの旧市街の村に繋がっているのです。バールほど観光化はされてなく、今でも人が住んでいる村で

すが、同じ様に古い建物が並んでいます。村の出口（本当はここが入口でローマ時代の街道跡が出口

でしょう）には、石のアーチの門があり、「ここから中世の村」と書いてありました。 

 

 

 

ドンナから更に Francigena街道は続いています。でも、途中は国道に取り込まれて歩いていても何

の趣もありません。時々、古い建物がある程度です。但し、山の中腹まであるブドウ畑は見事でした。 

 



今度はポン・サン・マルテンの散策です。この名前の最初の“ポン”とは、フランス語で“橋”の意

味です。イタリア語の“ポンテ”と同じです。従って、この街の名前は“聖マルティン橋”となりま

す。その名の通り、この街には、Francigena 街道の一部として紀元１世紀に造られた長さ 31 メー

トルの橋があるのです。このアオスタ渓谷には、ローマ時代の遺跡もあるのですが、他にもここにあ

るようなローマ時代の橋が 2 つほど残っているそうです。紀元１世紀ですから、シーザーがこの橋

を渡ったのかどうかは微妙なところですが、シーザーの命によって造られた可能性は高いでしょう。

橋の横に小さな博物館があり、2000 年前の橋の建設方法の説明があります。それにしても、ローマ

時代の技術にはいつも驚かされます。結局、ヨーロッパの技術は、ローマ時代から産業革命まではほ

とんど進歩してないのですよね。橋の技術（建築技術も同じですが）なんか返って退化しています。

ニーチェの言葉によると、これも、なんでもかんでも神の思し召しと教えて、科学を軽視し続けたキ

リスト教文化の悪影響の一つということになるのでしょうね。 

 

 

 

この橋からこの街の丘を眺めると、その丘にもお城が 2 つ見えます。一つは、丘の中腹に見えると

ても美しい白と赤のお城です。日本なら、ホテルなのでしょうが、歴記とした Castello Baraingと

いう 19 世紀後半に建てられたお城です。今は、コミューネのワイン博物館になっているそうです。

もう一つのお城は、丘の頂上にあり、既に廃墟となっていますが、14 世紀に建てられたお城で

Castellaccio と呼ばれています。位置から考えてこの橋が良く見えるとことにありますので、

Francigena街道とこの橋の防衛が目的だったと思います。今では、放置されたままになっていて、

このお城に行く道もないそうです。従って、険しい道を登って行かなくては、この廃墟となったお城

には近づけないそうです。少し興味が出てきましたが、やはり、行く気にはなれません。 



 

 

もちろん、Francigena街道は更にピエモンテ州を抜けて、エミリア・ロマーニャ州、トスカーナ州

を通りローマまで続くのですが、今回の「小さな旅」はポン・サン・マルテンで終わりです。行くと

きはバスで 10 分だったこの道も、歩いて戻ると 1 時間ちょっとでした。この日は日中の気温は 28

度と過ごしやすかったのですが、1時間以上の散策は爽快とは言えず、汗が吹き出ていました。 

実は、今回のこの計画は急に決まったのです。ミラノ中央駅からトリノ行きの列車でキヴァッソまで

行き、そこでアオスタ方面に行く列車を４０分ほどでイヴレイアの次のポン・サン・マルテンに到着

します。駅からバールまではバスで 10分ほどありますが、バスの便（イヴレイアとアオスタ間のバ

ス）も 1 時間に 1 本あるので、いつでも行けるところと考えていました。しかし、キヴァッソから

アオスタ方面の列車の本数が８月から 9 月初めまで激減することになったのです。そこで急遽、７

月中に行くことにして、今回の計画（７月３１日です）を実行することに決めました。架橋工事のた

めとのことで、ミラノからアオスタも 8月はそう簡単に行くことが出来なくなってしまうのです。 

朝の７時１５分にミラノ中央駅を出てポン・サン・マルテンには９時４０分に到着です（料金は 10.85

ユーロ）。駅前から 10時 10分のバス（片道 1ユーロ）だったのですが、バスは 12分ほど遅れて、

バールには 10時 30分に到着しました。ここのバスのチケットは車内で購入できます。車内購入は、

降りるところも確認できますので安心ですね。帰りはポン・サン・マルテンまで歩いたのでバスには

乗っていません。列車はポン・サン・マルテンからは、同じルートで帰りました。キヴァッソはトリ

ノの隣駅ですので、ちょっと遠かったのですが、トリノにも最後のお別れを言って来ました。 

 

最後におまけの写真です。途中で遭った大きなひまわりとおかっぱ頭の可愛い馬の写真です。 

 


